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(54)【発明の名称】 エネルギ照射装置

(57)【要約】
【課題】  エネルギ伝送照射部１ごとの性能のばらつき
を調節することができるエネルギ照射装置を提供する。
【解決手段】  エネルギ照射装置は、表示・入力部６に
おいて、エネルギ伝送照射部１に与えられた製品個体識
別記号が入力され、さらに、エネルギ伝送照射部１から
照射する照射エネルギ値が設定される。制御部２４１
は、製品個体識別記号からエネルギ伝送照射部１のレー
ザ光の伝送効率を抽出し、この伝送効率に基づいて、エ
ネルギ発生器３に発生させるレーザ光のエネルギ量を演
算する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  エネルギを発生するエネルギ発生器と、
前記エネルギ発生器に着脱可能であり、前記エネルギ発
生器によって発生されたエネルギを伝送し照射するエネ
ルギ伝送照射部と、
前記エネルギ伝送照射部に与えられた製品個体識別記号
を取得する取得手段と、
前記エネルギ伝送照射部から照射する照射エネルギ値を
設定する設定手段と、
前記製品個体識別記号および前記照射エネルギ値に基づ
いて、前記エネルギ発生器に発生させるエネルギ発生値
を演算する演算手段と、
前記エネルギ発生値に基づいて、前記エネルギ発生器の
エネルギ発生量を調節する調節手段と、
を有することを特徴とするエネルギ照射装置。
【請求項２】  前記取得手段によって取得された製品個
体識別記号を蓄積記憶する記憶手段と、
前記取得手段によって新たな製品個体識別記号を取得し
たときに、前記記憶手段に記憶されている製品個体識別
記号の中から、前記新たな製品個体識別記号を検索する
検索手段と、
をさらに有し、
前記検索手段による検索の結果、前記記憶手段に記憶さ
れている製品個体識別記号の中に、前記新たな製品個体
識別記号がある場合、エネルギを照射しないことを特徴
とする請求項１に記載にエネルギ照射装置。
【請求項３】  前記製品個体識別記号は、前記エネルギ
伝送照射部のエネルギ伝送効率の情報を含むことを特徴
とする請求項１または請求項２に記載のエネルギ照射装
置。
【請求項４】  前記取得手段は、外部から入力された前
記製品個体識別記号を取得することを特徴とする請求項
１～請求項３のいずれか一項に記載のエネルギ照射装
置。
【請求項５】  前記製品個体識別記号は、識別符号で表
され、
前記取得手段は、前記識別符号を読み取ることによっ
て、前記製品個体識別記号を取得することを特徴とする
請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のエネルギ照
射装置。
【請求項６】  前記製品個体識別記号は、前記エネルギ
伝送照射部に取り付けられた抵抗体の抵抗値によって表
され、
前記取得手段は、前記抵抗体の抵抗値を計測することに
よって、前記製品個体識別記号を取得することを特徴と
する請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のエネル
ギ照射装置。
【請求項７】  前記エネルギは、レーザ光であることを
特徴とする請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の
エネルギ照射装置。
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【請求項８】  前記エネルギ伝送照射部は、前立腺肥大
症治療用器具を含むことを特徴とする請求項１～請求項
７のいずれか一項に記載のエネルギ照射装置。
【請求項９】  前記エネルギ伝送照射部は、内視鏡を更
に含むことを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか
一項に記載のエネルギ照射装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エネルギ伝送照射
部からエネルギを照射するエネルギ照射装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】レーザ光、マイクロ波、ラジオ波、超音
波などのエネルギを生体組織に照射し、その病変部位を
加温、変性、壊死、凝固、焼灼あるいは蒸散させて消滅
させることにより、生体組織を治療する治療装置が知ら
れている。この治療装置は、エネルギを発生するための
エネルギ発生器と、発生したエネルギを伝送して生体組
織に導き照射するエネルギ伝送照射部とを含んで構成さ
れることが一般的である。
【０００３】エネルギ伝送照射部は、エネルギ発生器よ
りも短寿命であり、１回あるいは数回繰り返して使用し
た後に、廃棄、交換される。
【０００４】以上のような治療装置では、たびたび交換
されるエネルギ伝送照射部の個体ごとにエネルギの伝送
効率にばらつきがある。これでは、エネルギ発生器が発
生するエネルギ発生量を一定にした場合でも、組み合わ
せるエネルギ伝送照射部によって生体に照射されるエネ
ルギが異なり、治療のための加温性能が安定しないとい
う問題があった。
【０００５】このような問題を解決するものとして、た
とえば、特公昭５７－７８８４５号には、治療の度にエ
ネルギ伝送照射部から照射されるエネルギを測定し、エ
ネルギ伝送照射部から所望のエネルギが出力されるよう
に、エネルギ発生器のエネルギ発生量を校正する装置が
開示されている。
【０００６】この装置では、術者がエネルギ伝送照射部
から照射されるエネルギを測定する必要があるため、正
確な測定がされない場合がある。また、正確な測定が行
われた場合でも、滅菌されていない測定装置によってエ
ネルギ伝送照射部が汚染されないようにエネルギの測定
を行うことはとても困難であり、汚染防止のためにポー
ト部材を用意する必要があるなど、非常に煩雑な操作を
強いられていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記事情に
鑑みてなされたものであり、煩雑な操作を必要とせず、
エネルギ伝送に関わる部材ごとの性能のばらつきを調節
し、安定した治療効果を得ることができるエネルギ照射
装置の提供を目的とする。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】本発明の上記目的は、下
記の手段によって達成される。
【０００９】（１）本発明に係るエネルギ照射装置は、
エネルギを発生するエネルギ発生器と、前記エネルギ発
生器に着脱可能であり、前記エネルギ発生器によって発
生されたエネルギを伝送し照射するエネルギ伝送照射部
と、前記エネルギ伝送照射部に与えられた製品個体識別
記号を取得する取得手段と、前記エネルギ伝送照射部か
ら照射する照射エネルギ値を設定する設定手段と、前記
製品個体識別記号および前記照射エネルギ値に基づい
て、前記エネルギ発生器に発生させるエネルギ発生値を
演算する演算手段と、前記エネルギ発生値に基づいて、
前記エネルギ発生器のエネルギ発生量を調節する調節手
段とを有することを特徴とする。
【００１０】（２）前記取得手段によって取得された製
品個体識別記号を蓄積記憶する記憶手段と、前記取得手
段によって新たな製品個体識別記号を取得したときに、
前記記憶手段に記憶されている製品個体識別記号の中か
ら、前記新たな製品個体識別記号を検索する検索手段
と、をさらに有し、前記検索手段による検索の結果、前
記記憶手段に記憶されている製品個体識別記号の中に、
前記新たな製品個体識別記号がある場合、エネルギを照
射しない。
【００１１】（３）前記製品個体識別記号は、前記エネ
ルギ伝送照射部のエネルギ伝送効率の情報を含む。
【００１２】（４）前記取得手段は、外部から入力され
た前記製品個体識別記号を取得する。
【００１３】（５）前記製品個体識別記号は、識別符号
で表され、前記取得手段は、前記識別符号を読み取るこ
とによって、前記製品個体識別記号を取得する。
【００１４】（６）前記製品個体識別記号は、前記エネ
ルギ伝送照射部に取り付けられた抵抗体の抵抗値によっ
て表され、前記取得手段は、前記抵抗体の抵抗値を計測
することによって、前記製品個体識別記号を取得する。
【００１５】（７）前記エネルギは、レーザ光である。
【００１６】（８）前記エネルギ伝送照射部は、前立腺
肥大症治療用器具を含む。
【００１７】（９）前記エネルギ伝送照射部は、内視鏡
を更に含む。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、本発明の
実施の形態を説明する。
【００１９】（第１の実施の形態）図１は、本発明に係
るエネルギ照射装置の構成を示すシステム図である。
【００２０】エネルギ照射装置は、エネルギ伝送照射部
１が体内に挿入され、レーザ光を生体組織に向けて照射
することによって、前立腺肥大症や各種の癌などの腫瘍
を治療するためのものである。
【００２１】図１に示すように、エネルギ照射装置は、
エネルギ伝送照射部１、制御本体２、レーザ光源装置
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（エネルギ発生器）３、直腸プローブ４、フットスイッ
チ５、および表示・入力部６を有している。エネルギ伝
送照射部１、レーザ光源装置３、直腸プローブ４、フッ
トスイッチ５、および表示・入力部６は、それぞれ制御
本体２に接続されている。
【００２２】各構成について簡単に説明する。
【００２３】エネルギ伝送照射部１は、尿道などの体腔
に挿入され、生体組織に向けてレーザ光を照射する。制
御本体２は、エネルギ伝送照射部１や、直腸プローブ４
に設けられたセンサからの検出信号などを用いて、エネ
ルギ照射装置全体の動作を制御する。特に、制御本体２
は、所望のエネルギ量をエネルギ伝送照射部１から出力
させるように、レーザ光源装置３を制御する。
【００２４】レーザ光源装置３は、通信ケーブル３９を
介して制御本体２に接続されており、制御本体２から送
信された情報に基づいてレーザ光を発生する。
【００２５】直腸プローブ４は、肛門から直腸に挿入さ
れ、前立腺が位置する側の直腸壁の温度を検出し、検出
した温度を制御本体２にセンサ信号リード４１を介して
送信する。フットスイッチ５は、術者により踏まれるこ
とによって制御本体２にレーザ光の照射を促す信号を出
力する。
【００２６】表示・入力部６は、ユーザに対して所定の
情報を表示するとともに、所定の設定や操作を受け付け
る。表示・入力部６には、タッチパネル方式や、図示し
ないキーボード、マウスなどの入力装置から入力する方
式を採用することができる。
【００２７】次に、本発明に係る構成を具体的に説明す
る。
【００２８】まず、図１および図２を参照してエネルギ
伝送照射部１について説明する。図２は、エネルギ伝送
照射部１の拡大図である。
【００２９】エネルギ伝送照射部１は、尿道挿入部１
１、レーザ伝送部１２、尿道信号ケーブル１３、給水チ
ューブ１４、排水チューブ１５とを有する。レーザ伝送
部１２、尿道信号ケーブル１３、給水チューブ１４、お
よび排水チューブ１５は、それぞれエネルギ伝送照射部
１から延びている。
【００３０】尿道挿入部１１は、長尺状に形成されてお
り、尿道に挿入され、レーザ光を生体組織に向けて照射
する。レーザ伝送部１２は、光ファイバなどのエネルギ
伝送部材から形成されており、光ファイバコネクタ１２
２によりレーザ光源装置３に接続される。そして、レー
ザ伝送部１２は、レーザ光源装置３で発生されたレーザ
光を尿道挿入部１１に伝送する。
【００３１】図２に示すように、レーザ伝送部１２を伝
送してきたレーザ光は、尿道挿入部１１の先端部１２１
に導かれ、レーザ光を反射する平滑なレーザ反射面１６
に向かって出力され、そして反射される。尿道挿入部１
１は、先端部近傍の側面に窓部１１１が開口されてお
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り、図示しないレーザ透光性のカバー部材により覆われ
ている。レーザ反射面１６によって反射されたレーザ光
は、窓部１１１から側面に向かって出力される。なお、
レーザ反射面１６は、先端部１２１の前方に対向する位
置に配置され、角度を変化させながら、尿道挿入部１１
の長手方向に沿って往復運動することによって、生体組
織の一箇所に集中してレーザ光を照射することができ
る。
【００３２】尿道信号ケーブル１３は、窓部１１１に設
けられた２つの温度センサ１１２、１１３が検出した温
度の情報を、制御本体２に送信する。温度センサ１１２
は、レーザ光が当たらない位置に配置され、温度センサ
１１３は、レーザ光が一部当たる位置に配置される。
【００３３】給水チューブ１４および排水チューブ１５
は、制御本体２の冷却ユニット扉２９内部に配置され
た、図示しない冷却循環ユニットに接続される。そし
て、冷却循環ユニットが有する冷却媒体は、給水チュー
ブ１４を介してエネルギ伝送照射部１に導かれ、排水チ
ューブ１５を介して再び冷却循環ユニットに戻される。
エネルギ伝送照射部１に導かれた冷却媒体は、尿道挿入
部１１内に形成された循環路を通り、レーザ反射面１６
を冷却し、さらに、尿道挿入部１１の窓部１１１を介し
て生体組織を冷却する。
【００３４】以上、説明したエネルギ伝送照射部１は、
エネルギ発生器よりも短寿命であり、１回あるいは数回
繰り返して使用した後に、廃棄、交換される。エネルギ
伝送照射部１は、交換される場合、光ファイバコネクタ
１２２から尿道挿入部１１まで、光ファイバを含めて交
換される。したがって、光ファイバによって、さらに、
光ファイバコネクタ１２２とレーザ光源装置３との接続
によって交換のたびにレーザ光の伝送効率にばらつきが
生じる。
【００３５】本発明に係るエネルギ伝送照射部１は、そ
れぞれ、製造段階において、レーザ光の伝送効率が予め
求められ、測定された伝送効率を含んだ製品個体識別記
号が与えられている。製品個体識別記号は、たとえば、
図示しないエネルギ伝送照射部１の包装または、エネル
ギ伝送照射部１の一部に直接付される。
【００３６】この製品個体識別記号とは、たとえば、製
品の個体情報と、レーザ光の伝送効率の情報と、チェッ
クサムとをコード化したものである。具体的には、製品
の個体製造番号が「０１２３４５」であり、求めたレー
ザ光の伝送効率が７５％である場合、製品個体識別記号
は、製品の個体情報として「０１２３４５」を上６桁に
含み、レーザ光の伝送効率の情報として次の３桁に「０
７５」を含む。さらに、製品個体識別記号は、「０１２
３４５」と「０７５」の各桁を合計したときの１の位の
数をチェックサムとして含む。ここで、０＋１＋２＋３
＋４＋５＋０＋７＋５＝２７となるので、チェックサム
は、２７の１の位である「７」となる。
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【００３７】したがって、上記の例では、製品個体識別
記号は、「０１２３４５０７５７」という１０桁の数に
なる。製品個体識別記号にチェックサムを含むことによ
って、製品個体識別記号が誤入力されたときでも、チェ
ックサム以外の数の合計の下１桁の数と、チェックサム
とが異なることによって、誤入力を発見することができ
る。
【００３８】ここで、レーザ光の伝送効率は、エネルギ
伝送照射部１のレーザ伝送部１２が有する光ファイバの
レーザ光透過率だけでなく、光ファイバコネクタ１２２
における光学接続損失や、レーザ反射面１６における反
射率や、尿道挿入部１１の窓部１１１を覆う図示しない
レーザ透光性のカバー部材のレーザ光透過率など、レー
ザ光の減衰の原因となる全ての要素を加味している。
【００３９】次に、図３を参照して、制御本体２および
レーザ光源装置３の具体的な構成を説明する。図３は、
制御本体２およびレーザ光源装置３の構成を示すブロッ
ク図である。
【００４０】制御本体２は、表示・入力部６と、温度測
定部２１と、冷却水調整部２２と、メモリ２３と、制御
部２４とを有する。
【００４１】表示・入力部６は、ユーザインタフェース
であり、ユーザによる各種設定入力を可能とする。ユー
ザは、表示・入力部６において、エネルギ伝送照射部１
から出力したいレーザ光のエネルギ値（以下、照射エネ
ルギ値という）を設定し、さらに、上述のエネルギ伝送
照射部１に与えられた製品個体識別記号を入力すること
ができる。
【００４２】温度測定部２１は、制御本体２の外部にあ
るエネルギ伝送照射部１および直腸プローブ４と接続さ
れており、エネルギ伝送照射部１で検出された尿道の温
度および直腸プローブ４で検出された直腸の温度が入力
される。温度測定部２１は、入力された温度を監視し、
制御部２４に出力する。したがって、制御部２４は、温
度測定部２１が監視している生体組織の温度に基づい
て、レーザ光源装置３と冷却水調整部２２のいずれか、
または両方を制御し、正常組織まで必要以上に加熱する
ことを防止することができる。
【００４３】冷却水調整部２２は、給水チューブ１４お
よび排水チューブ１５によってエネルギ伝送照射部１と
接続されている。冷却水調整部２２は、制御部２４によ
って制御され、エネルギ伝送照射部１に流す冷却水の流
量や温度を調整する。制御部２４は、温度測定部２１に
よって監視されている尿道の温度に基づいて、冷却水調
整部２２を制御するものとしても良い。
【００４４】メモリ２３は、所定のプログラムやデータ
を記憶する。メモリ２３は、たとえば、レーザ光源装置
３を制御するための制御プログラムや、エネルギ伝送照
射部１で検出された生体組織の温度が異常に加熱されて
いるかどうかを判断するための基準となる所定温度が記
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憶される。また、メモリ２３は、表示・入力部６で入力
された製品個体識別記号を履歴として蓄積記憶する。
【００４５】制御部２４は、ユーザによって表示・入力
部６から設定された照射エネルギ値のレーザ光が、エネ
ルギ伝送照射部１で照射されるように、レーザ光源装置
３を制御し、直腸プローブ４に設けられた温度センサ
や、尿道挿入部１１に設けられた温度センサ１１２、１
１３の検出結果に基づいて、レーザ光源装置３および冷
却水調整部２２を制御する。なお、制御部２４は、フッ
トスイッチ５に接続されており、フットスイッチがユー
ザに踏まれている間のみ、レーザ光源装置３を制御す
る。制御部２４は、表示・入力部６において入力された
製品個体識別記号の適否を判断する。
【００４６】製品個体識別記号が適当であると判断され
た場合、制御部２４に含まれるデコード部２４１は、製
品個体識別記号からエネルギ伝送照射部１のレーザ光の
伝送効率を解読する。制御部２４は、解読したレーザ光
の伝送効率の適否を判断し、適当な場合、製品個体識別
記号、および、デコード部２４１が解読したレーザ光の
伝送効率の情報をメモリ２３に記憶させる。
【００４７】製品個体識別記号が適当でない場合、また
は、解読したレーザ光の伝送効率が適当でない場合、制
御部２４は、エラーであり、再入力が必要である旨を表
示・入力部６に表示させる。
【００４８】制御部２４は、表示・入力部６で設定され
たレーザ光の照射エネルギ値とともに、メモリ２３に記
憶しているレーザ光の伝送効率をレーザ光源装置３に送
信する。
【００４９】レーザ光源装置３は、演算部３１と、メモ
リ３２と、レーザ出力調節部３３と、レーザ発振器３４
とを有する。
【００５０】演算部３１は、制御本体２の制御部２４か
ら送信されたレーザ光の照射エネルギ値およびエネルギ
伝送照射部１のレーザ光の伝送効率に基づいて、レーザ
出力調節部３３に調節させて、レーザ発振器３４に発生
させるレーザ光のエネルギ発生値を演算する。
【００５１】具体的には、演算部３１は、まず、エネル
ギ伝送照射部１のレーザ光の伝送効率を参照して、実際
エネルギ伝送照射部１から出力されるレーザ光のエネル
ギ量がレーザ発振器３４で発振されたレーザ光のエネル
ギ量に比べてどれだけ減衰するかを調べる。そして、実
際にエネルギ伝送照射部１から出力されるレーザ光のエ
ネルギ量が表示・入力部６でユーザによって設定された
照射エネルギ値と同一になるように、エネルギ伝送照射
部１における減衰を勘案したレーザ発振器３４によるレ
ーザ光のエネルギ発生値を演算する。
【００５２】たとえば、表示・入力部６で設定されたレ
ーザ光のエネルギ量がＰ（Ｗ）であり、エネルギ伝送照
射部１のレーザ光の伝送効率がＴである場合、Ｐ’＝Ｐ
／Ｔが演算され、レーザ出力調節部３３がレーザ発振器
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３４にＰ’（Ｗ）のエネルギ量のレーザ光を出力させ
る。
【００５３】そして、演算部３１は、レーザ出力調節部
３３に演算結果であるレーザ光のエネルギ発生値をレー
ザ出力調節部３３に出力する。
【００５４】メモリ３２は、演算部３１によって上記の
ような演算を行うための演算プログラムを記憶してい
る。
【００５５】レーザ出力調節部３３は、演算部３１から
出力されたレーザ光のエネルギ発生値に基づいて、レー
ザ発振器３４によるレーザ光の出力を調節する。レーザ
発振器３４は、レーザ出力調節部３３によって調節さ
れ、レーザ伝送部１２にレーザ光を出力する。
【００５６】以上のように、エネルギ照射装置は、エネ
ルギ伝送照射部１におけるレーザ光の減衰、すなわち、
レーザ光の伝送効率に基づいて、予め増幅させたエネル
ギ発生値を演算し、レーザ発振器３４にレーザ光を発振
させる。したがって、発振されたレーザ光は、エネルギ
伝送照射部１の光ファイバコネクタ１２２、光ファイ
バ、レーザ反射面１６、カバー部材を介して減衰し、ち
ょうど、表示・入力部６でユーザに設定されたエネルギ
量で尿道に照射される。
【００５７】次に、制御本体２の制御部２４による製品
個体識別記号についての処理を具体的に説明する。
【００５８】図４は、制御本体２の制御部２４の動作を
示すフローチャートである。
【００５９】図４の説明では、表示・入力部６において
入力された製品個体識別記号が「０１２３４５０７５
７」であるものとして説明する。
【００６０】表示・入力部６に製品個体識別記号が入力
されると、入力された製品個体識別記号がすぐに制御部
２４に送られる（ステップＳ４０１）。
【００６１】まず、制御部２４は、製品個体識別記号
「０１２３４５０７５７」の下１桁目の数、すなわちチ
ェックサムである７に注目し、このチェックサムが適当
であるかどうかを判断する（ステップＳ４０２）。具体
的には、制御部２４は、製品個体識別記号の下１桁（チ
ェックサム）以外の数「０１２３４５０７５」の各桁の
数を合計し、その合計の下１桁とチェックサムとが同一
かどうかを判断する。同一である場合（ステップＳ４０
２：ＹＥＳ）は、ステップＳ４０４の処理に進み、同一
でない場合（ステップＳ４０２：ＮＯ）は、製品個体識
別記号が誤って入力されているので、表示・入力部６に
エラーおよび再入力を促す表示をさせる（ステップＳ４
０３）。
【００６２】ここでは、「０１２３４５０７５」の合計
は２７であり、２７の下１桁は「７」であるので、チェ
ックサムの「７」と等しい。したがって、制御部２４
は、入力された製品個体識別記号に誤入力がないことを
確認することができる（ステップＳ４０２：ＹＥＳ）。



(6) 特開２００３－１０２３２

10

20

30

40

50

9
【００６３】次に、制御部２４は、過去に表示・入力部
６において入力され、メモリ２３に記憶されている製品
個体識別記号の履歴の中に、今回表示・入力部６に入力
された新たな製品個体識別記号「０１２３４５０７５
７」が存在するかどうかを照合する（ステップＳ４０
４）。
【００６４】メモリ２３に記憶されている履歴の中に新
たな製品個体識別記号「０１２３４５０７５７」が存在
する場合（ステップＳ４０４：ＮＯ）、同じ製品個体識
別記号の製品、すなわち、同じ製品が過去に使用された
実績があると判断でき、同じ製品の再使用は衛生的でな
いので、制御部２４は、表示・入力部６にエラー表示を
させ、新しいエネルギ伝送照射部１の接続を促し、新た
な製品個体識別記号の入力を促す（ステップＳ４０
３）。
【００６５】メモリ２３に記憶されている履歴の中に製
品個体識別記号「０１２３４５０７５７」が存在しない
場合（ステップＳ４０４：ＹＥＳ）、デコード部２４１
は、製品個体識別記号からエネルギ伝送照射部１のレー
ザ光の伝送効率を解読（抽出）する（ステップＳ４０
５）。ここでは、デコード部２４１は、製品個体識別記
号の下４桁～下２桁の数「０７５」を参照して、エネル
ギ伝送照射部１のレーザ光の伝送効率が７５％であるこ
とを解読する。
【００６６】次に、制御部２４は、デコード部２４１が
解読したレーザ光の伝送効率が０．６以上０．８以下で
あるかどうかを判断する（ステップＳ４０６）。解読し
たレーザ光の伝送効率が０．６以上０．８以下でない場
合（ステップＳ４０６：ＮＯ）、解読された伝送効率が
製品としてあり得ない数値なので、製品個体識別記号の
入力に誤入力があったと判断し、制御部２４は、表示・
入力部６にエラーおよび再入力を促す表示をさせる（ス
テップＳ４０３）。
【００６７】一方、解読したレーザ光の伝送効率が０．
６以上０．８以下である場合（ステップＳ４０６：ＹＥ
Ｓ）、入力された製品個体識別記号に誤りがないと判断
できるので、制御部２４は、この製品個体識別記号と、
解読された伝送効率とをメモリ２３に保存させる（ステ
ップＳ４０７）。ここで、保存された製品個体識別記号
は、次回以降の履歴照合に使用される。
【００６８】以上のように、本発明に係るエネルギ照射
装置は、エネルギ伝送照射部１の個体差を問わず、簡単
な入力操作のみで、常にユーザによって設定された照射
エネルギ値のレーザ光を生体組織に照射することができ
るので、治療効果を安定させることができる。
【００６９】また、本発明に係るエネルギ照射装置は、
過去に入力された製品個体識別記号の履歴を照合し、過
去に同一のエネルギ伝送照射部１が使用されている場合
にはレーザ光を照射しないので、使い捨て製品であるエ
ネルギ伝送照射部１が再使用されることを防止すること
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ができる。
【００７０】さらに、本発明に係るエネルギ照射装置
は、レーザ光源装置３が演算部３１を有するので、レー
ザ光源装置３のみを使用する場合においても、発振する
レーザ光のエネルギ量を調節することが可能になる。
【００７１】なお、上記説明では、製品個体識別記号
は、表示・入力部６において手入力によって入力されて
いたが、これに代えて、スキャナとキャラクタリーダに
よって数字を自動的に読み取るようにしてもよい。
【００７２】また、製品個体識別記号は、上記の説明で
は１０桁の数で表されていたが、これに限られない。た
とえば、製品個体識別記号は、バーコード、２次元バー
コードなどの識別符号で表されてもよい。この場合、表
示・入力部６には、バーコードリーダなどの識別符号読
取器が設けられ、このバーコードリーダにより識別符号
が読み取られて、製品個体識別記号を取得することがで
きる。バーコードリーダを使用することによって、手入
力による入力間違いを防止することができる。
【００７３】（第２の実施の形態）第２の実施の形態
は、レーザ光源装置３ではなく、制御本体２に、レーザ
光源装置３に出力させるレーザ光のエネルギ量を演算す
る演算部が設けられている点で第１の実施の形態と異な
る。したがって、第２の実施の形態は、基本的な構成が
ほとんど第１の実施の形態と同じなので、同じ構成要素
には図３と同じ参照番号を付して、その説明を省略す
る。以下では、制御本体２の制御部２５について説明す
る。
【００７４】図５は、第２の実施の形態における制御本
体２およびレーザ光源装置３の構成を示すブロック図で
ある。
【００７５】制御本体２は、制御部２５を有する。そし
て、制御部２５には、デコード部２５１と、演算部２５
２とが含まれる。
【００７６】ユーザによって表示・入力部６から、エネ
ルギ伝送照射部１の製品個体識別記号が入力されると、
制御部２５は、製品個体識別記号のチェックサムに基づ
いて、製品個体識別記号の入力が正しいかを判断する。
入力を正しいと判断したら、制御部２５は、入力された
製品個体識別記号を、メモリ２３に保存されている製品
個体識別記号の履歴と照合する。
【００７７】同じ製品個体識別記号が履歴に存在しない
場合、制御部２５のデコード部２５１は、製品個体識別
記号を解読して、エネルギ伝送照射部１のレーザ光の伝
送効率を抽出する。
【００７８】さらに、制御部２５は、抽出したレーザ光
の伝送効率が所定の範囲内かどうかを判断し、所定の範
囲内の場合に、製品個体識別記号とレーザ光の伝送効率
をメモリ２３に保存させる。また、演算部２５２は、製
品個体識別記号とともに、表示・入力部６で設定された
レーザ光の照射エネルギ値を演算部２５２に入力する。
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【００７９】演算部２５２は、入力されたレーザ光の伝
送効率およびレーザ光の照射エネルギ値に基づいて、レ
ーザ光源装置３に発生させるレーザ光のエネルギ発生値
を演算する。ここでの演算は、第１の実施の形態と同様
である。
【００８０】制御部２５は、演算部２５２で演算された
エネルギ発生値を、レーザ光源装置３のレーザ出力調節
部３３に送信する。
【００８１】図５に示すように、制御本体２とレーザ光
源装置３とは別体とされ、それぞれ異なる外枠を構成す
る筐体を備えている。さらに、制御本体２の制御部２５
に演算部２５２が設けられているので、レーザ光源装置
３は、専用ではなく汎用として使用することができる。
したがって、信号仕様が同一の範囲内であれば、異なる
レーザ光源装置を適宜、制御本体２に組み合わせて使用
することができる。
【００８２】たとえば、レーザ光の定格出力値の異なる
複数のレーザ光源装置を用意しておいて、これらを適宜
交換しながら使用することができる。こうすることによ
って、加熱治療装置全体としてのシステム性が向上し、
さらに、レーザ光源装置３を容易に交換することができ
るので、メンテナンス性が向上する。
【００８３】（第３の実施の形態）第１および第２の実
施の形態では、表示・入力部６で製品個体識別記号を入
力して、この製品個体識別記号からエネルギ伝送照射部
１のレーザ光の伝送効率を抽出していた。しかし、第３
の実施の形態では、エネルギ伝送照射部６０に抵抗体が
設けられており、この抵抗体の抵抗値からレーザ光の伝
送効率が抽出される。
【００８４】第３の実施の形態は、基本的な構成がほと
んど第１および第２の実施の形態と同じなので、同じ構
成要素には図３と同じ参照番号を付して、その説明を省
略する。以下では、エネルギ伝送照射部６０について説
明する。
【００８５】図６は、第３の実施の形態におけるエネル
ギ伝送照射部６０の拡大図である。
【００８６】第３の実施の形態におけるエネルギ伝送照
射部６０は、内部に抵抗体６１を有する。この抵抗体６
１は、製造段階において予め測定されたエネルギ伝送照
射部６０のレーザ光の伝導効率に対応する抵抗値を有す
る。たとえば、エネルギ伝送照射部６０のレーザ光の伝
導効率が８０％である場合、このエネルギ伝送照射部６
０に組み込まれる抵抗体６１の抵抗値は８０ｋΩといっ
た具合に、組み込まれる抵抗体６１の抵抗値が決定され
る。
【００８７】抵抗体６１には、リード線が接続され、尿
道信号ケーブル１３内を通って制御本体２に接続され
る。
【００８８】ここで、制御本体２は、リード線を介して
抵抗体６１の抵抗値を自動的に検出し、レーザ光源装置
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３に接続されたエネルギ伝送照射部６０のレーザ光の伝
送効率を判定する。
【００８９】以上のように、第３の実施の形態では、製
品個体識別記号を表示・入力部６に入力する手間が省
け、さらに、入力ミスも防止することができる。
【００９０】第１～第３の実施の形態では、エネルギ伝
送照射部１および６０が、前立腺肥大症の治療に用いら
れる尿道挿入部１１を含む場合で説明したがこれに限ら
れない。エネルギ伝送照射部１または６０は、体腔内
や、血管に挿入されて体腔内や血管に対してエネルギを
照射する各種治療器具であってもよい。また、エネルギ
伝送照射部１または６０の内部に内視鏡を挿入する構成
とすることで、対象部の様子を観察できるようにしても
よい。
【００９１】また、第１～第３の実施の形態では、エネ
ルギ伝送照射部１または６０を１回の使用のみで交換し
ていたが、これに限られない。エネルギ伝送照射部１ま
たは６０のうち実際に体内に挿入されるのは尿道挿入部
１１なので、このハウジングのみを交換するようにして
もよい。ハウジングのみを交換する場合、ハウジングに
与えられた製品個体識別記号を制御本体２に入力するこ
とによって、上述したように、ハウジングの再利用も検
出し、再利用を防止することができる。ハウジングのみ
交換するようにすれば、衛生水準を保ったまま、コスト
の低下を図ることができる。
【００９２】
【発明の効果】請求項１に記載の発明においては、取得
された製品個体識別記号、および設定された照射エネル
ギ値に基づいて、エネルギ発生器に発生させるエネルギ
発生値を演算し、エネルギ発生器のエネルギ発生量を調
節するので、エネルギ伝送照射部においてエネルギの減
衰が生じても、設定された照射エネルギ値で生体組織に
エネルギを照射することができる。
【００９３】請求項２に記載の発明においては、記憶手
段に記憶されている製品個体識別記号の中に、取得手段
によって取得された新たな製品個体識別記号が存在する
かを検索し、存在する場合にはエネルギを照射しないの
で、一度使用されたエネルギ伝送照射部が再び利用され
ることを防止することができる。
【００９４】請求項３に記載の発明においては、製品個
体識別記号がエネルギ伝送効率の情報を含むので、エネ
ルギ伝送効率に基づいてエネルギ発生値を演算すること
ができる。
【００９５】請求項４に記載の発明においては、製品個
体識別記号が外部から入力することができる。
【００９６】請求項５に記載の発明においては、製品個
体識別記号が識別符号で表され、識別符号を読み取るこ
とによって製品個体識別記号を取得できるので、誤った
製品個体識別記号を取得することがなくなり、さらに、
製品個体識別記号の取得が容易になる。
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【００９７】請求項６に記載の発明においては、製品個
体識別記号は、エネルギ伝送照射部に取り付けられた抵
抗体の抵抗値によって表され、抵抗体の抵抗値を計測す
ることによって製品個体識別記号を取得できるので、誤
った製品個体識別記号を取得することがなくなり、さら
に、製品個体識別記号の取得が容易になる。
【００９８】請求項７に記載の発明においては、レーザ
光を生体組織に照射することができる。
【００９９】請求項８に記載の発明においては、エネル
ギ照射装置を用いて、前立腺肥大症を治療することがで
きる。
【０１００】請求項９に記載の発明においては、エネル
ギ照射装置を用いて、体腔内の様子を観察することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係るエネルギ照射装置の構成を示す
システム図である。
【図２】  エネルギ伝送照射部の拡大図である。
【図３】  制御本体およびレーザ光源装置の構成を示す
ブロック図である。
【図４】  制御本体２の制御部２４の動作を示すフロー
チャートである。
【図５】  第２の実施の形態における制御本体およびレ
ーザ光源装置の構成を示すブロック図である。
【図６】  第３の実施の形態におけるエネルギ伝送照射
部の拡大図である。
【符号の説明】
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１…エネルギ伝送照射部、
２…制御本体、
３…レーザ光源装置、
４…直腸プローブ、
５…フットスイッチ、
６…表示・入力部、
１１…尿道挿入部、
１２…レーザ伝送部、
１３…尿道信号ケーブル、
１４…給水チューブ、
１５…排水チューブ、
１６…レーザ反射面、
２１…温度測定部、
２２…冷却水調整部、
２３…メモリ、
２４、２５…制御部、
３１…演算部、
３２…メモリ、
３３…レーザ出力調節部、
３４…レーザ発振器、
６０…エネルギ伝送照射部（第３の実施の形態におけ
る）、
６１…抵抗体、
１２２…光ファイバコネクタ、
２４１、２５１…デコード部、
２５２…演算部。

【図１】
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【図３】
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